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大
学
と
は
何

を
学
ぶ
と
こ
ろ

な
の
だ
ろ
う

か
。
卒
業
シ
ー

ズ
ン
に
な
る
と

毎
年
の
よ
う
に

考
え
さ
せ
ら
れ

る
。
学
校
教
育

法
で
は
、
大
学
は
「
学
術
の

中
心
と
し
て
、
広
く
知
識
を

授
け
る
と
と
も
に
、
深
く
専

門
の
学
芸
を
教
授
研
究
し
、

知
的
、
道
徳
的
お
よ
び
応
用

的
能
力
を
展
開
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
」
と
さ
れ
て

い
る
▼
し
か
し
、
多
く
の
学

生
は
、
学
問
よ
り
サ
ー
ク
ル

活
動
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
趣
味

や
娯
楽
に
多
く
の
時
間
を
費

や
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
ま
た
最
近
で
は
、
ダ
ブ

ル
ス
ク
ー
ル
、海
外
留
学
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
学
生
ベ

ン
チ
ャ
ー
な
ど
、
学
生
生
活

も
多
様
化
し
て
き
て
い
る
。

さ
ら
に
、
就
職
活
動
が
早
ま

り
、
三
年
次
生
の
終
わ
り
頃

か
ら
は
、
大
学
に
来
ら
れ
な

い
状
態
と
な
る
▼
も
ち
ろ

ん
、
こ
れ
ら
の
学
問
以
外
の

活
動
は
そ
れ
ぞ
れ
が
重
要
な

学
習
で
あ
り
、
む
し
ろ
そ
の

中
で
自
己
発
見
を
し
た
り
、

人
格
形
成
や
社
会
で
必
要
な

知
識
の
修
得
が
な
さ
れ
て
い

る
と
言
え
る
▼
だ
が
、
大
学

で
の
学
問
に
打
ち
込
む
時
間

も
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
思

う
。役
に
立
つ
、立
た
な
い
に

関
係
な
く
、
学
問
は
楽
し
い

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
味
わ

う
こ
と
な
く
卒
業
す
る
の
は

勿
体
な
い
で
は
な
い
か
。

（
林

武
文
）

３

面

「
関
西
大
学
月
が
丘
住
宅
」
が
竣
工

４
・
５
面

特
集

一
字
に
託
す
送
辞
と
答
辞

６

面

卒
業
す
る
み
な
さ
ん
へ

７

面

特
集

法
学
部
創
立
１２０
周
年

８

面

特
集

写
真
で
綴
る
４
年
間
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平成１９年丁亥（ひのと・いのしし）の
年、西暦２００７年３月、関西大学を卒業され
るみなさん、ご卒業おめでとうございま
す。
みなさんは４年前の春、期待と不安を胸
に、関西大学に入学。この４年間、みなさ
んには、入学時の初心を忘れることなく、
自分の夢の実現に向かって頑張ってこられ
た時期もあれば、理想と現実のはざまに戸
惑い、しばし辛い想いをした時期もあった
ことでしょう。
みなさんはそれぞれ関西大学の学生とし
て、数多くのことを学び、経験してこられ
ました。たとえば、専門ゼミでの真剣な討
論、運動部や文化クラブとサークルでの活
動、インターンシップ、教育実習と介護等

体験、海外での語学研
修、卒業論文の資料収集
と執筆、そしてボランテ
ィアやアルバイト、就職
活動などなど…。
それらの体験の一つひ
とつが、みなさんの今後
の長い人生の折々に、忘
れ去ることができぬ貴重
な体験として、走馬灯の

ように想い出されることでしょう。おそら
くみなさんの多くは充実感、達成感、満足
感をもつとともに、関西大学に学んでよか
ったという感慨を胸に、友人、後輩、教職
員に別れを告げ、この学園を去っていかれ
るとおもいます。
しかし、関西大学を卒業する今日をむか
えることができたのは、みなさんの努力だ
けで可能になったわけではありません。陰
に陽に支えてこられたご父母、ご家族の存
在があったからこそです。その支援にたい
して、感謝の気持ちをきっと忘れないでい
てください。
ときはいま、激動と変化の時代です。と
同時に、社会の格差が過酷な競争のもとで
拡がり、不条理な事象が少なからず存在し
ます。それは日本社会において、ここ数年
の間、毎年、３万人を超す自殺者が出てい
るという事実から、明らかであります。
そうした大変な社会に、みなさんは出発
していかれるわけです。そこで必要なもの
は、いったい何でしょうか。
私は、三つのものが必要であろう、とお
もいます。
第一には、「真理をみる目」、そして第二
には、「真実を語る勇気」です。

“考えるひと”で有名な彫刻家のロダン
（１８４０～１９１７）は、次のようにいっていま
す。
──根底から、容赦なく、真理を語る
者であれ。君自身が考えついたことを言
い表すのに決して躊躇（ちゅうちょ）し
てはならない。…初めのうち君は理解さ
れないかも知れない。しかし君の孤立は
つかの間であろう。同志の人たちは間も
なく君を訪ねてくるだろう。なぜなら、
一人の真理は、万人の真理であるから。
そして、何が真実で正しいことかを見抜
き、真実を語る勇気をもつためには、第三
のものが必要です。それは、「思いやりと優
しさ」であります。
思いやりある関西大学に学び、心温かい
大阪の地で学生生活を送ったみなさんに
は、ぜひとも「優しさと思いやり」を発揮
してもらいたい、とおもいます。なぜな
ら、厳しい競争社会のなかでは、強さも必
要ですが、真に強い人間は、「思いやりと優
しさ」も備えているからです。
３０万人を超える関西大学の卒業生として
の誇りを胸に抱き、品格ある社会人とし
て、日本のみならず、世界を舞台に活躍さ
れることを、心から期待しています。

関関西西大大学学学学長長 河河田田 悌悌一一
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新
し
く
学
士
の
学
位
を
授
与

さ
れ
る
者
の
内
訳
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

◇
法
学
部

七
百
七
十
一
人

◇
文
学
部

八
百
三
十
三
人

◇
経
済
学
部

七
百
九
十
人

◇
商
学
部

七
百
九
十
人

◇
社
会
学
部

八
百
七
十
四
人

◇
総
合
情
報
学
部

五
百
人

◇
工
学
部

千
十
人

大
学
院
で
は
、
三
月
二
十
三

日
（
金
）
に
博
士
課
程
前
期
課

程
・
専
門
職
学
位
課
程
修
了
者

に
対
し
て
、
修
士
・
専
門
職
の

学
位
記
授
与
式
が
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
第
二
学
舎
四
号
館
Ｂ
Ｉ

Ｇ
ホ
ー
ル
１００
で
行
わ
れ
る
。
内

訳
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
博
士
課
程
前
期
課
程
】

◇
法
学

二
十
九
人
◇
文
学

七
十
八
人
◇
経
済
学

十
八
人

◇
商
学

二
十
六
人
◇
社
会
学

三
十
三
人
◇
総
合
情
報
学

四
十
二
人
◇
工
学

三
百
三
人

◇
外
国
語
教
育
学

十
六
人

【
専
門
職
学
位
課
程
】

◇
法
務

百
二
十
五
人

ま
た
、
当
日
午
後
に
は
博
士

の
学
位
記
授
与
式
も
あ
わ
せ
て

行
わ
れ
る
。
授
与
者
の
内
訳

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
学
位
（
博
士
）
記
】

◇
文
学

十
四
人
◇
経
済
学

二
人
◇
商
学

二
人
◇
社
会
学

三
人
◇
総
合
情
報
学

四
人

◇
工
学

十
四
人
◇
外
国
語
教

育
学

一
人

（
学
長
課
）

先
端
科
学
技
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、
一
月
十
八
、
十
九
の
両

日
、
本
学
の
先
端
科
学
技
術
の

研
究
お
よ
び
文
部
科
学
省
等
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
一
年
間

の
研
究
成
果
の
集
大
成
と
し

て
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
百
周

年
記
念
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
柳
田
敏
雄
大
阪
大
学

大
学
院
生
命
機
能
研
究
科
お
よ

び
医
学
系
研
究
科
教
授
と
政
府

の
総
合
科
学
技
術
会
議
専
門
委

員
の
梶
谷
文
彦
川
崎
医
科
大
学

名
誉
教
授
の
特
別
講
演
を
始

め
、十
五
件
の
招
待
講
演
、八
十

二
件
の
一
般
講
演
を
行
い
、
パ

ネ
ル
展
示
で
は
、
百
件
を
超
え

る
技
術
シ
ー
ズ
を
紹
介
し
、
企

業
、
大
学
、
各
種
公
益
団
体
お

よ
び
学
内
か
ら
の
教
員
、
学
生

合
わ
せ
て
千
人
近
く
の
参
加
が

あ
り
、
盛
会
裏
に
閉
会
し
た
。

第
十
一
回
目
を
数
え
る
今
回

は
、
�
研
究
産
業
協
会
と
共
催

で
、「
産
学
官
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
『
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
を

考
え
る
』」
を
同
時
開
催
し
、
ト

ヨ
タ
自
動
車
�
の
岩
井
晋
一

氏
、
根
来
産
業
�
の
根
来
功

氏
、
�
棚
澤
八
光
社
の
棚
澤
肇

氏
を
始
め
、
近
畿
経
済
産
業

局
、
本
学
研
究
者
な
ど
産
学
官

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
講
演
や

事
例
発
表
を
行
っ
た
。
二
百
人

を
超
え
る
参
加
者
を
得
、
交
流

会
で
は
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
催
し
は

本
学
が
所
有
す
る
先
端
技
術
の

シ
ー
ズ
と
ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン

グ
の
場
と
し
て
、
産
学
官
連
携

に
よ
る
研
究
、
技
術
開
発
の
促

進
、
さ
ら
に
は
新
産
業
の
創
出

に
も
繋
が
る
も
の
と
し
て
今
後

の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。

平
成
十
八
年
度
卒
業
式
は
、
三
月
二
十
日
（
火
）
に
挙
行
さ
れ
、
五
千
五
百
六
十
八
人
の

新
学
士
が
誕
生
す
る
。
式
典
は
、
全
学
部
十
一
時
か
ら
千
里
山
中
央
体
育
館
で
行
わ
れ
る
。

▼
文

学

部

文
学
部
で
は
、
文
学
部
教
育

の
活
性
化
を
は
か
る
た
め
、
在

学
中
に
優
秀
な
成
績
を
修
め
た

学
生
や
課
外
活
動
等
で
顕
著
な

活
躍
を
し
た
学
生
を
対
象
に
表

彰
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

受
賞
者
は
次
の
三
十
七
人

で
、
三
月
二
十
日
（
火
）
の
卒

業
式
当
日
に
表
彰
式
を
行
う
。

今
年
度
は
新
た
に
卒
業
論
文

優
秀
者
表
彰
を
導
入
し
た
。
受

賞
論
文
は
各
専
修
の
合
同
研
究

室
で
閲
覧
で
き
る
。

一

成
績
優
秀
者
表
彰

梅
田
理
佐
子
（
英
文
）、
田
中
浩

恵
（
英
文
）、
玉
木
裕
子
（
英

文
）、
本
間
芽
久
美
（
英
文
）、

八
木
か
お
り
（
英
文
）、
山
本
知

佳
（
英
文
）、
新
井
美
智
子
（
国

文
）、
岸
田
さ
や
か
（
国
文
）、

山
本
真
実
（
国
文
）、
木
村
藍

（
仏
文
）、
�
川
真
理
子
（
史
・

地
）、
稲
垣
智
恵
（
中
文
）、
�

久
恵
（
中
文
）、
亀
村
尚
希
（
心

理
）、
三
上
智
子
（
心
理
）、
瓜

�
貴
雄
（
心
理
）、
中
村
祐
子

（
エ
リ
ア
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
コ
ー

ス
）、
山
本
久
美
子
（
ア
メ
リ
カ

文
化
研
究
）、
井
ノ
口
ふ
み
の

（
ア
ジ
ア
の
民
俗
宗
教
学
）、
寒

竹
雅
子
（
ア
ジ
ア
の
民
俗
宗
教

学
）

二

卒
業
論
文
優
秀
者
表
彰

岡
崎
亜
里
沙
（
英
文
）、
本
間
芽

久
美
（
英
文
）、
岡
本
麻
友
（
哲

学
）、
渡
邉
真
由
美
（
哲
学
）、

大
平
あ
ゆ
美
（
芸
美
）、
岡
崎
真

理
子
（
仏
文
）、
�
谷
桃
子
（
独

文
）、
尾
�
彩
（
史
・
地
）、
�

川
真
理
子
（
史
・
地
）、
稲
垣
智

恵
（
中
文
）、
松
岡
貴
瑛
（
教

育
）、
瓜
�
貴
雄
（
心
理
）、
宮

阪
晃
弘
（
人
文
情
報
コ
ー

ス
）、
前
田
三
和
（
エ
リ
ア
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
コ
ー
ス
）、
川
口
裕
加

子
（
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
し

て
の
芸
術
学
）、
鈴
ケ
嶺
萌
香

（
フ
ラ
ン
ス
映
像
文
化
論
）、
田

中
裕
子
（
地
域
実
践
心
理
学
）

三

特
別
表
彰

該
当
者
な
し

▼
商

学

部

商
学
部
で
は
、
学
生
諸
君
の

学
習
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
高
め
る
目
的
か
ら
、
成
績

優
秀
者
お
よ
び
資
格
取
得
者
に

対
す
る
公
表
・
表
彰
制
度
を
実

施
し
て
い
る
。
こ
の
た
び
、
卒

業
成
績
優
秀
者
デ
イ
タ
イ
ム
コ

ー
ス
二
十
人
、
フ
レ
ッ
ク
ス
コ

ー
ス
五
人
を
公
表
・
表
彰
し

た
。さ

ら
に
、
資
格
取
得
者
公
表

・
表
彰
制
度
へ
の
申
請
が
あ
っ

た
公
認
会
計
士
短
答
式
試
験
合

格
者
、
日
商
簿
記
検
定
一
級
合

格
者
な
ど
、
計
十
七
人
に
対
し

て
表
彰
状
お
よ
び
記
念
品
を
授

与
し
た
。

今
年
度
、
三
月
三
十
一
日
付

を
も
っ
て
退
職
す
る
大
学
教
育

職
員
・
事
務
職
員
は
次
の
と
お

り
（
敬
称
略
）。

【
大
学
教
育
職
員
】

（
文
学
部
）

岡
村

達
雄

森
瀬

壽
三

吉
田

永
宏

（
経
済
学
部
）

市
川

浩
平

春
日

淳
一

松
本

茂

（
商
学
部
）

井
上

昭
一

（
社
会
学
部
）

倉
戸
ヨ
シ
ヤ

妹
尾

剛
光

若
林

政
史

辻

大
介

（
総
合
情
報
学
部
）土

方

弘
明

福
家

秀
紀

（
工
学
部
）

河
上

省
吾

藤
田

武
良

堀
場

康
孝

三
上

市
	

森

淳
暢

山
内

脩

山
村

正
俊

佐
々
木
孝
史

吉
村

勲

青
木

功

市
井

一
男

（
外
国
語
教
育
研
究
機
構
）

齋
藤

栄
二

デ
ト
レ
フ
・
Ｆ



シ
ャ
ウ
ヴ
ェ
ッ
カ
ー

（
法
科
大
学
院
）
島
田

�
介

室
田
源
太
郎

【
事
務
職
員
】

（
内
部
監
査
室
）
�
馬

壽
秀

（
高
中
幼
事
務
局
）清

水

厚
盛

（
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業

局
）

�
村

亮
二

（
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
）

中
村

博
夫

（
シ
ス
テ
ム
開
発
課
）

多
賀
谷
勝
敏

（
施
設
課
）

橋
本
加
代
子

（
教
務
セ
ン
タ
ー
）沖

本

裕
司

奥
出

鎮
雄

（
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
）

近
藤
百
合
子

（
図
書
館
事
務
室
）鈴

木

惠
子

（
財
務
課
）

森

正
義

「
も
う
定
員
オ
ー
バ
ー
で
す



」
う
れ
し
い
悲
鳴
と
と
も
に

始
ま
っ
た
「
教
員
養
成
Ｇ
Ｐ
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
、
延
べ

約
四
百
五
十
人
の
参
加
者
を
数

え
て
無
事
閉
会
し
た
。
こ
の
Ｇ

Ｐ
で
は
、「
協

働
の
場
」
と

い
う
概
念
を

取
り
入
れ
、

外
国
語
教
育

学
研
究
科
、

地
域
の
学

校
、
大
学
院

生
、
教
育
委

員
会
が
連
携

し
、
資
質
の

高
い
英
語
教

員
の
養
成
を

図
る
試
み
が
展
開
さ
れ
た
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
海
外
か
ら

著
名
な
研
究
者
を
招
へ
い
し
、

そ
こ
に
国
内
で
活
躍
す
る
英
語

教
育
実
践
者
、
外
国
語
教
育
学

研
究
科
教
員
、
大
学
院
生
が
参

加
す
る
形
式
で
議
論
が
行
わ
れ

た
。
参
加
者
た
ち
が
、
Ｇ
Ｐ
採

択
を
機
に
設
置
さ
れ
た
「
英
語

教
育
連
環
セ
ン
タ
ー
（
ｅ
―
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｃ
）」
の
先
駆
的
な
役
割
に

注
目
し
、
熱
心
に
学
ぼ
う
と
し

て
い
る
姿
を
み
る
と
、
今
回
の

Ｇ
Ｐ
が
そ
の
目
的
を
十
分
に
達

し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
Ｇ
Ｐ

終
了
後
も
ｅ
―
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｃ
が
継

続
し
て
運
営
さ
れ
る
こ
と
が
披

露
さ
れ
る
と
、「
関
西
大
学
も
や

り
ま
す
ね
」
と
い
う
声
が
漏
れ

た
の
は
、
何
よ
り
の
喜
び
で
あ

っ
た
。

（
外
国
語
教
育
研
究
機
構

副
機
構
長

竹
内

理
）

２００７年度の一般入学試験およびセン
ター利用入学試験がすべて終了した。
志願者数は一般入試が７９，３８３人、セン
ター利用入試が２２，０６８人で、ＡＯ入試
等の多様な入試を含めた総志願者数は
１０５，２６５人と、過去最高の結果となっ
た。一般入試とセンター利用入試の合
格者数については下表のとおりであ
る。 （入試センター）

平
成
十
七
年
度
特
色
Ｇ
Ｐ「
人

間
性
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
促
す

学
校
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ｓ
ｈ
ｉ
ｐ

小
中
高
大
連
携
が
支
え
る
実
践

型
学
外
教
育
の
大
規
模
展
開
」

の
第
二
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
若

い
世
代
を
と
も
に
育
て
る
組
織

と
し
て
学
生
の
力
を
活
か
し
た

小
中
高
大
連
携
の
新
た
な
展

開
」
が
、
一
月
十
五
日
に
開
催

さ
れ
た
。
取
り
組
み
責
任
者
の

品
川
哲
彦
文
学
部
教
授
が
本
学

の
特
徴
を
活
か
し
た
本
取
り
組

み
の
目
標
設
定
と
運
営
方
式
を

説
明
、
学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
体
験
し
た
学
生
二
人
の
報

告
の
後
、
中
永
健
史
京
都
市
教

育
委
員
会
教
員
養
成
支
援
室

長
、
丸
岡
俊
之
大
阪
府
教
育
委

員
会
教
育
振
興
室
高
等
学
校
課

主
査
、
杣
順
子
寝
屋
川
市
教
育

委
員
会
学
校
教
育
部
教
育
指
導

課
指
導
主
事
、
鵜
飼
昌
男
神
戸

市
立
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
高
等
学

校
教
諭
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
行
い
、
本
取
り
組
み
の
大
学

生
、
生
徒
、
学
校
教
員
、
教
育

委
員
会
に
及
ぼ
す
効
果
が
検
証

さ
れ
た
。
東
京
、
山
形
、
名
古

屋
、
鹿
児
島
な
ど
遠
方
か
ら
の

参
加
者
を
含
め
、
約
八
十
人
が

来
場
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容

は
追
っ
て
本
取
り
組
み
の
二
〇

〇
六
年
度
報
告
書
の
な
か
に
掲

載
さ
れ
る
予
定
。

（
高
大
連
携
事
務
室
）

●
田
尻
悟
郎
氏
が
本
学
教
授
に

就
任本

学
は
、
現
在
、
島
根
県
八

束
郡
東
出
雲
町
立
東
出
雲
中
学

校
の
教
諭
で
あ
る
田
尻
悟
郎
氏

を
、
外
国
語
教
育
研
究
機
構
の

教
授
と
し
て
迎
え
る
。
就
任
は

四
月
一
日
の
予
定
。
田
尻
氏

は
、
昭
和
三
十
三
年
島
根
県
生

ま
れ
。
独
自
の
英
語
教
育
法
で

定
評
の
あ
る
中
学
教
諭
で
、
平

成
十
三
年
に
は
英
語
教
育
界
の

最
高
賞
で
あ
る
「
パ
ー
マ
ー

賞
」
を
受
賞
。『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ

新
基
礎
英
語
１
』
テ
キ
ス
ト
執

筆
協
力
や
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ

ビ
「
わ
く
わ
く
授
業
」
へ
の
出

演
な
ど
、
社
会
的
活
動
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
。
著
書
に

は
、
『
楽
し
い
フ
ォ
ニ
ッ
ク

ス
』（
単
著

教
育
出
版

平
成

十
八
年
）、『
日
本
の
英
語
教
育

に
必
要
な
こ
と
』（
共
著

慶
應

義
塾
大
学
出
版
会

平
成
十
八

年

大
津
由
紀
雄
編
著
、
田
尻

悟
郎
他

二
四
二
〜
二
六
三
ペ

ー
ジ
）
な
ど
多
数
。『
ニ
ュ
ー
ズ

ウ
ィ
ー
ク
（
日
本
版
）』（
平
成

十
六
年
四
月
二
十
八
日
発
売

号
）
で
は
、
世
界
の
カ
リ
ス
マ

教
師
の
一
人
と
し
て
も
紹
介
さ

れ
た
。
就
任
後
は
、
学
部
の
み

な
ら
ず
大
学
院
で
も
、
英
語
や

英
語
教
育
に
つ
い
て
の
講
義
を

行
う
ほ
か
、
長
年
の
現
場
教
育

の
経
験
を
生
か
し
、
教
育
・
研

究
の
両
面
で
さ
ら
な
る
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
。

●
入
学
式
終
了
後
に
新
入
生
啓

発
行
事
「
関
大
で
の
キ
ャ
ン
パ

ス
ラ
イ
フ
」
を
実
施

四
月
一
日
（
日
）
の
入
学
式

終
了
後
（
午
前
の
部
・
午
後
の

部
と
も
）、
千
里
山
中
央
体
育
館

に
お
い
て
新
入
生
啓
発
行
事「
関

大
で
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
」

を
実
施
す
る
。
本
啓
発
行
事

は
、
近
年
多
発
す
る
、
大
学
生

が
被
害
者
あ
る
い
は
加
害
者
と

な
る
事
件
、
事
故
を
鑑
み
て
行

わ
れ
る
。
新
入
生
が
関
西
大
学

で
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
過

ご
す
に
あ
た
っ
て
、
高
校
ま
で

と
は
異
な
る
大
学
生
と
し
て
の

責
任
や
自
覚
を
喚
起
す
る
と
と

も
に
、
大
学
生
活
を
送
る
上
で

必
要
な
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
、
心

構
え
な
ど
、
理
解
さ
せ
る
こ
と

を
ね
ら
い
と
す
る
も
の
で
あ

る
。 保

田

芳
昭
（
や
す
だ
・
よ

し
あ
き
�
名
誉

教
授
・
元
商
学

部
教
授
）

平
成
十
八
年

十
二
月
二
十
三
日
に
死
去
。
七

十
一
歳
。

昭
和
三
十
七
年
三
月
本
学
大

学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程

修
了
。
三
十
八
年
四
月
本
学
商

学
部
着
任
。
五
十
二
年
四
月
に

教
授
。
平
成
十
七
年
三
月
定
年

退
職
。
同
年
四
月
名
誉
教
授
。

専
門
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
。

山
村

嘉
己
（
や
ま
む
ら
・

よ
し
み
�
名
誉

教
授
・
元
外
国

語
教
育
研
究
機

構
教
授
）

平
成
十
九
年
一
月
四
日
に
死

去
。
七
十
七
歳
。

昭
和
三
十
三
年
三
月
京
都
大

学
大
学
院
文
学
部
退
学
（
旧

制
）。
四
十
二
年
四
月
本
学
文
学

部
着
任
。
五
十
一
年
に
教
授
。

平
成
十
二
年
一
月
退
職
。
同
年

四
月
名
誉
教
授
。
専
門
は
フ
ラ

ン
ス
文
学
・
女
性
論
。

芝
田

稔
（
し
ば
た
・
み

の
る
�
名
誉
教

授
・
元
文
学
部

教
授
）

平
成
十
九
年

二
月
十
日
に
死
去
。
九
〇
歳
。

昭
和
二
十
年
七
月
北
京
大
学

文
学
院
国
文
学
系
卒
業
。
三
十

五
年
四
月
本
学
文
学
部
着
任
。

四
十
五
年
四
月
に
教
授
。
六
十

二
年
三
月
定
年
退
職
。
同
年
四

月
名
誉
教
授
。
専
門
は
中
国
語

学
。

合格者数
１，５６５
５８５
２，１５０
１，７４０
８１５
２，５５５
１，２１６
２８０
１，４９６
１，０９０
１５５
１，２４５
１，４４９
８９７
２，３４６
６６９
４３４
１，１０３
８８０
２９２
１，１７２
１，９３５
５５４
２，４８９
１，３１２
４１３
１，７２５
１，６６１
３７８
２，０３９
１３，５１７
４，８０３
１８，３２０

日程・種別
Ａ・Ｓ・Ｓ２・後期Ｂ日程
センター前期・中期・後期

計
Ａ・Ｓ・Ｓ２・Ｄ・後期Ｂ日程
センター前期・中期・後期

計
Ａ・Ｓ・Ｓ２・後期Ｂ日程
センター前期・中期・後期

計
Ａ・Ｓ・Ｓ２・後期Ｂ日程
センター前期

計
Ａ・Ｓ・Ｓ２・後期Ｂ日程
センター前期・中期・後期

計
Ａ・Ｓ・Ｓ２・後期Ｂ日程
センター前期・後期

計
Ａ・Ｓ・Ｓ２・後期Ｂ日程
センター前期・中期

計
Ａ・Ｓ・Ｅ・後期Ｂ日程
センター前期・中期

計
Ａ・Ｓ・Ｅ・後期Ｂ日程
センター前期・中期

計
Ａ・Ｓ・Ｅ・後期Ｂ日程
センター前期・中期

計
Ａ・Ｓ・Ｓ２・Ｄ・Ｅ・後期Ｂ日程
センター前期・中期・後期

合計

学部

法 学 部

文 学 部

経済学部

商 学 部

社会学部

政策創造
学 部

総合情報
学 部

システム
理工学部

環境都市
工 学 部

化学生命
工 学 部

合 計

五
千
五
百
六
十
八
人
巣
立
つ

卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒 業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業 式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式
平成１８年度

成績優秀者を表彰
商学部

第第
２２
回回
特特
色色
ＧＧ
ＰＰ
シシ
ンン
ポポ
ジジ
ウウ
ムム

１
月
１５
日
開
催

文学部

英英語語教教育育連連環環セセンンタターー
国国際際シシンンポポジジウウムム

訃

報

先
端
科
学
技
術

産
学
官
連
携

退
職
者

平
成
１８
年
度

（２）平成１９年（２００７年）３月２０日第 ３４２ 号
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平
成
十
八
年
度
文
部
科
学
省

学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業

に
採
択
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
高
度
福
祉
社
会
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
改

善
に
寄
与
す
る
生
活
支
援
工
学

構
築
の
た
め
の
実
践
的
研
究
」

の
研
究
拠
点
と
な
る
「
実
証
実

験
住
宅
」
が
、「
関
西
大
学
月
が

丘
住
宅
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
改
善
提
案
モ

デ
ル
）」
と
し
て
二
月
二
十
二
日

に
竣
工
し
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
す

る
「
生
活
支
援
工
学
研
究
ユ
ニ

ッ
ト
」
は
、内
山
寛
信
教
授
（
研

究
代
表
者
）、
倉
田
純
一
助
教
授

（
幹
事
）
な
ど
十
人
で
構
成
さ

れ
、
機
械
工
学
、
建
築
学
、
材

料
工
学
の
各
分
野
が
連
携
し
、

共
同
研
究
を
行
う
。
高
齢
者
や

障
害
者
の
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ

�
Ｑ
ｕ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
ｏ
ｆ
Ｌ

ｉ
ｆ
ｅ
ま
た
は
Ｑ
ｕ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ

ｙ
ｏ
ｆ
Ｌ
ｉ
ｖ
ｉ
ｎ
ｇ
）
を

向
上
さ
せ
、
社
会
へ
の
参
画
を

あ
き
ら
め
な
い
自
立
し
た
生
活

を
支
援
す
る
た
め
に
、
各
分
野

で
取
り
組
ま
れ
て
い
た
工
学
的

解
決
策
を
統
合
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
効
果
を
高
め
る
「
生
活
支
援

工
学
」
の
構
築
を
目
的
と
し
て

い
る
。

関
西
大
学
月
が
丘
住
宅
は
、

地
域
や
医
療
機
関
な
ど
に
開
放

し
て
研
究
成
果
を
社
会
へ
公
表

・
還
元
す
る
場
と
し
て
も
利
用

さ
れ
る
。
当
事
者
で
あ
る
高
齢

者
・
障
害
者
、
医
療
・
福
祉
関

係
者
の
直
接
的
な
評
価
を
得

て
、「
実
践
的
に
使
え
る
生
活
支

援
工
学
」
の
構
築
を
め
ざ
す
。

本
学
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
を
利

用
し
た
地
域
社
会
と
の
連
携
が

進
ん
で
い
る
。

一
月
二
十
四
日
か
ら
毎
水
曜

日
に
開
催
し
て
い
る
高
槻
市
立

小
学
校
の
校
外
学
習
に
よ
る
ア

イ
ス
ス
ケ
ー
ト
教
室
開
催
に
続

き
、
先
般
二
月
十
八
日
に
は
高

槻
市
の
小
学
五
・
六
年
生
を
対

象
と
し
た「
高
槻
市
民
デ
ー（
ア

イ
ス
ス
ケ
ー
ト
教
室
）」
が
関
西

大
学
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
で
開
催

さ
れ
た
。

い
ず
れ
の
事
業
も
本
学
と
高

槻
市
が
地
域
連
携
事
業
の
一
環

と
し
て
市
民
と
大
学
の
交
流
を

目
的
に
企
画
し
、
実
現
し
た
も

の
で
あ
る
。

当
日
は
、
奥
本
務
高
槻
市
長

を
は
じ
め
小
学
五
・
六
年
生
八

十
人
と
見
学
者
三
百
人
が
参

加
、
本
学
か
ら
は
、
芝
井
敬
司

副
学
長
、
奥
和
義
学
生
セ
ン
タ

ー
所
長
ほ
か
大
学
関
係
者
が
出

席
し
、
会
場
は
和
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
た
。

ま
ず
、
ス
ケ
ー
ト
の
指
導
と

し
て
、
体
育
会
ア
イ
ス
ス
ケ
ー

ト
部
か
ら
谷
口
勝
久
監
督
、
久

下
智
帆
コ
ー
チ
の
ほ
か
Ｏ
Ｂ
二

人
と
部
員
二
人
が
、
体
育
会
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
か
ら
は
部
員

四
人
が
指
導
者
と
し
て
参
加

し
、
小
学
生
を
レ
ベ
ル
別
に
分

け
、
基
本
技
術
の
指
導
が
行
わ

れ
た
。
は
じ
め
は
頼
り
な
さ
そ

う
に
滑
っ
て
い
た
子
供
た
ち
も

指
導
を
受
け
る
こ
と
で
徐
々
に

上
達
し
、
片
足
で
滑
っ
た
り
、

後
ろ
向
き
で
滑
っ
た
り
と
い
き

い
き
と
ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
ん
で

い
た
。
指
導
の
後
に
は
、
自
由

滑
走
の
時
間
が
あ
り
、
生
徒
は

思
い
思
い
に
の
び
の
び
と
ス
ケ

ー
ト
の
上
達
を
実
感
し
な
が
ら

楽
し
ん
で
滑
っ
て
い
た
。

続
い
て
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

部
員
に
よ
る
ス
ピ
ー
ド
感
溢
れ

る
模
範
滑
走
が
行
わ
れ
、
ま

た
、
最
後
に
は
、
ア
イ
ス
ス
ケ

ー
ト
部
員
の
中
か
ら
日
本
ス
ケ

ー
ト
連
盟
強
化
選
手
の
平
井
絵

己
さ
ん（
経
二
）と
本
年
一
月
に

開
催
さ
れ
た
冬
季
国
民
体
育
大

会
の
成
年
の
部
二
位
の
三
木
遥

さ
ん（
情
一
）に
よ
る
エ
キ
シ
ビ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。参
加
し
た

市
民
の
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が

ア
リ
ー
ナ
内
に
響
き
、
ウ
イ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
大
学

と
市
民
と
の
交
流
を
実
感
し
た

一
日
で
あ
っ
た
。

（
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ル
ー

プ
） 日

本
化
学
会
第
八
十
七
春
季

年
会
が
来
る
三
月
二
十
五
日

（
日
）
か
ら
二
十
八
日
（
水
）

ま
で
の
四
日
間
、
本
学
千
里
山

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
る
。

本
学
で
の
開
催
は
昭
和
四
十
六

年
以
来
、
三
十
六
年
ぶ
り
と
な

る
。
今
回
の
参
加
登
録
者
は
一

万
人
程
度
が
見
込
ま
れ
、
発
表

件
数
も
六
千
件
を
越
え
る
。
二

十
五
日
に
は
市
民
公
開
講
座
に

建
築
家
で
あ
る
安
藤
忠
雄
氏
の

「
地
球
が
危
な
い
」
な
ど
四
件

の
講
演
、
二
十
八
日
に
は
教
育

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
中
等
教
育
に
お

け
る
探
究
活
動
・
課
題
研
究
」

に
関
す
る
興
味
あ
る
企
画
が
用

意
さ
れ
て
い
る
。

東京体育館で開催される世界フィギ
ュア選手権競技大会（男子シングルフ
リープログラム）に出場するアイスス
ケート部の�橋大輔さん（文３）、織田
信成さん（文２）の応援会を当日大画
面で観戦しながら行う。
多くの学生の参加を期待する。

日 時：３月２２日（木）１８時半集合
場 所：千里山キャンパス総合学生会館

メディアパーク 凜風館１階学生ラウンジ

既
に
報
道
さ
れ
て
い
る
と
お

り
、
平
成
十
八
年
十
一
月
二
十

七
日
、
学
納
金
返
還
訴
訟
に
対

す
る
最
高
裁
判
所
の
判
決
が
下

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
下
級
審
で
判

断
が
分
か
れ
て
い
た
こ
の
問
題

に
対
し
、
最
高
裁
判
所
に
よ
る

初
め
て
の
統
一
的
判
断
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

判
決
の
概
要
は
、「
平
成
十
三

年
度
以
前
の
入
試
に
つ
い
て

は
、
入
学
金
、
授
業
料
等
と
も

返
還
の
必
要
は
な
い
。
平
成
十

四
年
度
以
降
の
入
試
に
つ
い
て

は
、
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
入

学
を
辞
退
し
た
場
合
は
入
学
金

を
返
還
す
る
必
要
は
な
い
が
、

授
業
料
等
は
返
還
す
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
四
月
一
日
以
降

に
入
学
辞
退
の
場
合
は
、
入
学

金
・
授
業
料
等
と
も
返
還
の
必

要
が
な
い
」
と
い
う
も
の
で

す
。
併
せ
て
、「
推
薦
入
試
な
ど

の
専
願
型
入
試
に
つ
い
て
は
、

入
試
年
度
に
か
か
わ
ら
ず
、
入

学
金
、授
業
料
等（
原
則
と
し

て
）
と
も
返
還
の
必
要
が
な

い
」
と
い
う
判
断
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

本
学
に
お
い
て
も
、
平
成
十

五
年
度
入
試
の
元
受
験
生
二
人

か
ら
の
返
還
請
求
訴
訟
が
な
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
最

高
裁
判
所
の
判
決
を
受
け
て
、

「
入
学
金
に
つ
い
て
は
返
還
義

務
が
な
く
、
授
業
料
等
に
つ
い

て
は
返
還
の
義
務
が
あ
る
」
と

の
第
二
審
判
決
が
確
定
し
ま
し

た
。本

学
と
し
て
は
、
こ
の
た
び

の
最
高
裁
判
所
の
判
決
を
重
く

受
け
止
め
、
上
述
の
最
高
裁
判

所
の
判
決
の
趣
旨
に
沿
っ
て
措

置
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
平
成
十
九
年
度
入
試

以
降
の
入
学
辞
退
手
続
き
に
つ

い
て
も
、
こ
の
た
び
の
判
決
を

踏
ま
え
た
文
部
科
学
省
か
ら
の

指
導
に
し
た
が
っ
て
、
適
正
な

取
り
扱
い
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
全
学
の
み
な
さ

ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

平
成
十
九
年
三
月

学
校
法
人

関
西
大
学

○
文
学
部
助
教
授

中
澤

務

著『
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
フ
ィ
ロ
ソ
フ

ィ
ア

―
初
期
プ
ラ
ト
ン
哲
学

の
展
開
―
』

（
平
成
十
九
年
二
月
十
日
・
ミ

ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
・
定
価
六
千
三

百
円
�
税
込
�
）

○
会
計
専
門
職
大
学
院
教
授

柴

健
次
編
著

『
会
計
教
育
方
法
論
』

（
平
成
十
九
年
二
月
十
五
日
・

関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
二
千

九
百
四
十
円
�
税
込
�
）

○
文
学
部
助
教
授

奥
村
佳
代

子
著

『
江
戸
時
代
の
唐
話
に
関
す
る

基
礎
研
究
』

（
平
成
十
九
年
三
月
三
日
・
関

西
大
学
出
版
部
・
定
価
五
千
二

百
五
十
円
�
税
込
�
）

○
経
済
学
部
教
授

秋
岡
弘
紀

他
著

『D
IG
IT
A
L
C
O
N
S
U

M
P
T
IO
N
T
A
X
(D

―

C
T
)

』

（
平
成
十
九
年
三
月
七
日
・
関

西
大
学
出
版
部
・
定
価
三
千
百

五
十
円
�
税
込
�
）

○
外
国
語
教
育
研
究
機
構
教
授

平
田

渡
訳

『
グ
レ
ゲ
リ
ー
ア
抄
』

（
平
成
十
九
年
三
月
十
三
日
・

関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
三
千

九
百
九
十
円
�
税
込
�
）

○
文
学
部
教
授

芝
田
豊
彦
著

『
ド
イ
ツ
に
お
け
る
神
秘
的
・

敬
虔
的
思
想
の
諸
相

―
神
学

的
・
言
語
的
考
察
―
』

（
平
成
十
九
年
三
月
二
十
日
・

関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
三
千

二
百
五
十
五
円
�
税
込
�
）

○
文
学
部
教
授

森
瀬
壽
三
著

『
唐
詩
新
攷

補
篇
』

（
平
成
十
九
年
三
月
二
十
日
・

関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
二
千

三
百
十
円
�
税
込
�
）

本
紙
三
百
四
十
号
で
も
紹
介

し
た
東
京
セ
ン
タ
ー
が
三
月
二

十
八
日
（
水
）
に
開
所
式
を
迎

え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

場
所
は
、
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
日
本

橋
口
、
メ
ト
ロ
東
西
線
大
手
町

駅
に
直
結
し
て
い
る
サ
ピ
ア
タ

ワ
ー
の
九
階
。
ぜ
ひ
首
都
圏
で

の
就
職
活
動
な
ど
の
拠
点
と
し

て
活
用
し
て
ほ
し
い
。

二
月
十
四
日
の
新
聞
各
紙
に

お
い
て
、
本
学
の
総
合
情
報
学

部
学
生
が
、
大
麻
等
を
所
持

し
、
覚
せ
い
剤
を
使
用
し
て
い

た
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
と
の
報

道
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
み
な
さ

ん
も
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。

覚
せ
い
剤
等
の
薬
物
乱
用
は
、

健
康
を
蝕
む
だ
け
で
な
く
、
心

や
精
神
を
侵
し
、
み
な
さ
ん
の

貴
重
な
学
生
生
活
が
台
無
し
に

な
り
、
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て

き
た
友
人
や
家
族
と
の
関
係
を

も
崩
壊
さ
せ
、
悲
惨
な
結
果
を

招
き
ま
す
。

学
生
の
み
な
さ
ん
に
は
、
薬

物
乱
用
の
お
そ
ろ
し
さ
を
今
一

度
認
識
し
、
そ
う
し
た
誘
惑
に

負
け
な
い
理
性
と
勇
気
を
も
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
常
に

関
西
大
学
学
生
と
し
て
の
本
分

を
自
覚
し
、
良
識
の
あ
る
行
動

を
と
る
よ
う
、
強
く
訴
え
る
も

の
で
す
。

平
成
十
九
年
二
月

関
西
大
学

○
土
木
学
会

◆
平
成
十
八
年
度
全
国
大
会

第
六
十
一
回
年
次
学
術
講
演
会

優
秀
講
演
者

工
学
研
究
科
Ｍ
一

平
家

靖
大

（
平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
日
）

○
社
団
法
人
計
測
自
動
制
御
学

会

関
西
支
部

◆
優
秀
発
表
賞

工
学
研
究
科
Ｍ
二

松
井

孝
文

工
学
研
究
科
Ｄ
一

番
匠

大
輔

（
平
成
十
九
年
一
月
十
七
日
）

○
上
月
ス
ポ
ー
ツ
・
教
育
財
団

◆
二
〇
〇
六
年
度
「
上
月
ス
ポ

ー
ツ
賞
」

文
学
部
三
年
次
生

�
橋

大
輔

文
学
部
二
年
次
生

織
田

信
成

（
平
成
十
九
年
二
月
十
四
日
）

◆
社
会
学
部

三
月
三
十
一
日
（
土
）
十
四

時
か
ら
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
第

三
学
舎
ソ
シ
オ
Ａ
Ｖ
大
ホ
ー
ル

で
、
社
会
学
部
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
Ｊ
リ
ー
グ
と
人
づ
く
り
・
ま

ち
づ
く
り
」
を
開
催
す
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
Ｊ
リ

ー
グ
チ
ェ
ア
マ
ン
で
あ
る
鬼
武

健
二
氏
の
基
調
講
演
に
引
き
続

き
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
と
し
て
小
島
伸
幸
氏
（
元
サ

ッ
カ
ー
日
本
代
表
Ｇ
Ｋ
）
や
大

住
良
之
氏
（
サ
ッ
カ
ー
評
論

家
）
等
を
招
き
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
を
図
っ
て
い
る
Ｊ
リ
ー
グ
の

あ
り
方
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

都
市
文
化
の
発
展
、
人
づ
く
り

に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
う
。

多
数
の
学
生
諸
君
の
参
加
を

期
待
す
る
。

課外活動行事予定
（３／２０～３／３１）

◆将棋部
キリンビバレッジカップ
３／２４（土）・２５（日）
ハートンホテル南船場

日
本
化
学
会

第第
八八
十十
七七
春春
季季
年年
会会
開開
催催

生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る

が竣工

の
構
築
へ

�関西大学月が丘住宅�

する会に参加しよう

東東京京セセンンタターーがが
リリニニュューーアアルル

本
学
学
生
の
逮
捕
報
道
に
関
し
て

�橋くん、織田くんを

援応

～～学学納納金金返返還還請請求求訴訴訟訟にに係係るる
最最高高裁裁判判所所のの判判決決をを受受けけてて～～

学納金返還請求訴訟

関
西
大
学
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ�
高
槻
市
民
デ
ー
�

平成１９年（２００７年）３月２０日第 ３４２ 号（３）



胸を高鳴らせて関大の門をくぐ
ってからもう4年が過ぎたのかと
思うと本当に速い4年間だった。
昨日のことのように思い出せる入
学式、資格取得に燃えたあの日々、
苦戦した単位習得に汗水たらして
歩き回った就職活動、そして思い
出深い寮生活。
この大学生活では多くのことに挑んだ。そして多くの先輩
や友の支えがあり、道は開かれてきた。これから挑み続ける
社会への道は一筋縄ではいかないことも多いと思う。だが、
信じよう。挑み続ければいつか道は開かれる。みんな卒寮・
卒業おめでとう。

当初は、「忍」という文字を選
択することを考えた。しかし、希
望に満ちた卒業生へのはなむけの
言葉としてはやや不適切と思い、
この一字を選んだ。「志」は何か
をこころざす、めざすという意味
で用いられる。志気、志学、志義、
などはその例であろう。しかし、
元来、「志」は誌・識の意に用い、心にある厚意、信念、
感動などの意を表すようである。卒業生諸君が、社会で、
何かを志向する「こころざし」と共に、人としての「こ
ころざし」を持ち続けてもらいたいものだ。

大学授業での学習支援システ
ムの運用、後輩の指導、関大一
高非常勤講師。大学院へ進み、
多くの役目を任され、同時に責
任が生まれた。社会に出ればさ
らに大きな責任が待っているだ
ろう。しかし卒業式の今日、安
心して私たちを送り出して欲し
い。大丈夫。先生方や仲間、そ
して家族のおかげでここまで成長できた。どんな困難でも
乗り越えられる自信がある。葦の強さと誇りを胸に、日本
の未来を、社会を、関西大学を任せてもらえる、そんな存
在になろうと心に誓う。

やりたいことをやりたいだけ、
行きたい所へ行きたいだけ。想像
していた以上に夢のような大学生
活だった。教授陣の手によって柔
軟な視点を持てるようになったこ
と。事務職員の人たちのおかげで、
新たな一歩を踏み出す機会に恵ま
れたこと。志の高い仲間たちに囲
まれ、刺激に満ちた生活を送れた

こと。この４年間で出会った人びとや学んだことは私の財産で
あり、何物にもかえがたい。この学び舎で大学生活を送れたこ
とを感謝するとともに、社会に出ても躍進し続けることをここ
に誓う。

私は、指導者のいない素人が2年でディベート日本一に
なるという「無謀」に挑んだ。全身全霊で叩き潰す。鮮
やかに倒してのける。余裕綽々で打ち負かす。そんなふ
うにやれるものなら、私もそうしたかった。やれるもの

なら。相手は古豪・天才た
ち。いわゆるディベート
60年の集大成。敵わない
のか。敵わなくとも、自己
を「護」りきる！心は折れ
ない。そう誓った全国大会
決勝。やった！勝ったぞ！
「試合」より「無謀」への
勝利に意味があった。

「龍」は中国人が考え出した想像
上の動物であるが、王者を象徴する
文字として使われてきた。これから
社会の各方面において活躍する大学
院生・学部学生のみなさんに期待す
ることを「龍」字を借りて表現した
い。就任当初は思い通りに行かない
ことも多いであろうが「臥龍」とし
て、いつでも実力を発揮できる人材

であり、機会を得れば「昇龍」として活躍し、各方面におい
て「龍坐」に登り詰められるよう努力されることを祈念する
次第である。

私のゼミでは毎年春の恒例
行事として坐禅会に参加して
いる。「坐」の字は土の上に2
人の人間が対座している状態
を表すが、実は2人は同一人物。
ゆっくり静かに呼吸を整える
うちに雑念が消え、本当の自
分が立ち現れてくる。息つく

暇もない生活を送っていては本当の自分は永遠に失わ
れたままだ。成熟時代の経済においては絶え間ない変
化への迅速な対応が成功を左右するとされるが、だか
らこそ逆にこの字が放つメッセージは重い。

孔子は「人が一生実行すべきは何か」
という問いに対して、「恕」であるとし、
「己の欲せざるところ人に施すことなか
れ」と述べている。今この世界を支配
するのは、「グローバリゼーション」と
いう名の下の、世界の「アメリカナイ
ゼーション」＝「競争原理」至上主
義＝「強いものが正義」の原理である。

「いじめ」も「ワーキングプア」も、その根っこはここにある。
人類に残された唯一の希望は、「恕」の復権であり、相手との
「違い」を認めることだと思う。人は「みんなちがつて、みんな
いい」。そこから、私たちはもう一度歩み始めるべきだろう。

文学部教授 内田 慶市

私の故郷富山県の五箇山には
合掌造り集落がある。岐阜県白
川郷とともに世界文化遺産に指
定されている。ここでは合掌造
りの家の茅葺き屋根を葺き替え
るのに200人を超える人たちが
力を貸し合う。これを地元の人
たちは、結（ゆい）という。1人
ではできないことも、多くの人たちの力を借りること
ができれば成し遂げられるもの。人の輪を作り、知
恵・力を貸そう、知恵・力を借りよう、1人で悩まず
に！　関大卒業生の輪も結の組織である。

商学部教授 明神 信夫

餞(はなむけ)にはあまり使われない一字かも知れない。しか
し、これから社会に出るみなさんには、人の痛みがわかる人
間になってもらいたいと願い、この一字を贈ることとする。
成果主義だ、格差社会だと言わ
れる中で、ともすれば自分だけ
が良ければいいと考える人が増
えているようだ。しかし、とも
に手を携え、助け合うことなし
に社会は成り立たない。人の痛
みを想像し、配慮する心の広さ
と余裕を持ってこれからの人生
を歩んでほしい。

社会学部教授 森田 雅也経済学部助教授 中澤 信彦

信用の信、信頼の信である。
人（にんべん）に言を合わせた
合意文字で、元々は一度言明し
たことを押し通す行為を意味す
る。社会人として一番大事なの
は、信用され、信頼されること
だ。会社で思い通りにさせても
らえないと嘆く若者がいたが裁
量の範囲は信頼に比例するもの

だ。しかし信頼は待っていて与えられるものではなく、
自ら実績を地道に積み上げて勝ち取るものだ。キャリア
とは積み上げた実績だが、勝ち取った信頼でもあるのだ。

総合情報学部教授 菅 知之

学問を修め新しい世界へと巣立
つ皆の姿を、春の訪れとともに、
大地を突き破り天に向かって真っ
直ぐ伸び出す植物の芽に喩えたい。
ただし、めざすは天空ではなく、
心豊かな人生。金銭や名誉で測る
ことのできない、この花を咲かせ
るには、目先の華やかさや一時の
快楽に惑わされてはならない。人
としての信義に背いてはならない。志という堅固な根を
大地に下ろし、深い教養と多くの友を頼りに、只ひたむ
きに生きるのである。

外国語教育研究機構教授　山本 英一

公平な、社会の尺度。学んで、
身につけ、そして生かそう。そ
れを生業に身を立てる。軽んず
れば、身を滅ぼす。自分も家族
も。会社も国も。だから、法令
遵守。養って。説いて。黙々と。
子供にも。弱きを助け、悪を暴
き、正義を守る法。秩序を守り、
社会を守る法。さあ、いよいよ

実践だ。勇気を持って。一生学ぶ。努力して。健康で。
人の心の痛みの分かる法律家として。期待される法律家
として。諸君の健闘を祈る。

工学部教授 上里 新一

楽ではなかった。むしろこの4年
間辛い事の方が多かったのではない
だろうか。しかし、今の私はこれら
を乗り越えられたからこそここにい
る。私を成長させてくれた経験のす
べてにおいて1つの共通点がある。
「楽しかった。ものすごく楽しかっ
た」仲間たちと笑いながら、時には
怒鳴りながら議論した事が頭をよぎ
る。
これから多くの苦難に見舞われる事は覚悟しているが、それ

らをも楽しいと感じられるように無我夢中で乗り越えていきた
い。そして私は成長を続ける。楽しい思い出とともに。

工学部卒業生 川瀬 智裕

花言葉のひとつに「よい教
育」という意味があるそうだ。
ずっと、仲間とともに「よい
教育」について、悩み、考え、
語り合ってきた。春は、そん
な仲間との別れの季節。それ
ぞれの道を、期待と不安を両
腕一杯に抱えながら歩き始め

る。しかし道は違えど、めざす先は同じ、「よい教育」
だ。別れの季節、そして出会いの季節に咲く花。その花
言葉に運命的なものを感じる。どんな困難な道にいても、
一人ではないことを思い出させてくれる花である。

大学院外国語教育学研究科修了生

正頭 英和

法科大学院での貴重な体験
を糧にしたい。先生から法律
を学ぶことが本当に楽しかっ
た。努力する喜びを知った。
尊敬すべき実務家の先生に出
会い、視野・考え方が広がり
あるべき法曹の姿について考
えたりもした。3年間同じ志を
もった友人と肩を並べ、お互

い刺激しあい、自分も頑張ることができた。法曹になる
ことは平坦とは言い難いが、私が自分で考えて決めたの
だから、この3年間の貴重な体験を糧に、己の信念を貫
き頑張ろうと思う。

大学院法務研究科修了生

木山 生都美

気付けば、大学に入学して
から4年という月日が過ぎ去
ってしまった。そのなんと速
かったことだろう。大学に入
る前の自分はどんな人間だっ
ただろうか。自分が大学で得
たものはどんなものだったの
か。そんな思いに駆られてふ
と後ろを振り返れば、重ねた
過ちは経験となって己の器を広げ、頭を過

よぎ

った想いは
思い出として心に根付いている。4年間の大学生活は過
去へと姿を変え、自分の背中にそっと寄り添っていた。

総合情報学部卒業生 平田 晋也

坐 結
痛

信

社会学部卒業生　奥野 名絵

躍
私の大学生活はまさに絶妙のハーモニーを奏でて

いた。ゼミでの研究、オープンキャンパススタッフ
としての活動、インターンシップ、旅行…そして大
学で出会った人たち。このすべてが私の生活にさま

ざまな変化を与え、素晴
らしい大学生活を作り上
げてくれていた。何か1
つに打ち込むのではなく、
心の赴くままたくさんの
ものに挑んだ。それを可
能にし、私を支え、ハー
モニーを奏でてくれた多
くの人に感謝したい。

商学部卒業生　宇杉 阿津子経済学部卒業生　岩崎 優子文学部卒業生 一ノ宮 渉

文学部教授　松浦 章

龍

過 任

大学院法務研究科教授　栗原 宏武

糧
大学院工学研究科修了生 温井 崇友

萌

卒業式は、英語でコメンスメントと表現することも
あり、物事の終わり、あるいは始まりを意味する。ギ
リシャ神話のヤヌス神も同じ両義性を以て説明される。
過去に向いた顔、未来へ向いた顔の2つを人間は持つの
である。過去と未来の接点の上に
現在があるのである。卒業も学業
の修了ではなく、始まりを意味す
る。今後も学ぶべきことは多事に
及ぶという訳である。未来は、過
去からの連続と未来への抱負によ
り決まる。たゆまぬ努力の出発点
は今、ここに、あなたにある。

法学部教授 田 徳夫

卒
恕一

字
に
託
す
送
辞
と
答
辞

法

闘う相手とは、世の中に
あふれる比較対象可能の相
対的存在ではなく己である。
譲れない目標があるならば、
極限で決して逃げることな
く己と向き合うことで不安
すらも楽しみとなる。失敗
を繰り返し原点に帰ること

もあった。また、練り出した答えをあえてぼかすこと
が必要な場合もあった。関わったすべての人に感謝し、
自分の信じためざすべきものに徹底的にこだわる。そ
して、軸がぶれることなく、その実現に向け努力する
人間として生きてゆく。

法学部卒業生 神 崇

己
護

桜

志

開
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公
認
会
計
士

受
験

現
代
社
会
は
め
ま
ぐ
る
し
く

変
化
し
て
い
ま
す
。
政
治
、
経

済
、
産
業
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
い
て
、
昨
日
ま
で
の
常
識
が

明
日
の
非
常
識
に
も
な
り
う
る

時
代
で
す
。

こ
の
よ
う
な
時
代
に
お
い
て

肝
要
な
こ
と
は
、
学
生
時
代
に

培
っ
た
知
識
や
技
術
を
さ
ら
に

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
、
新
た
な
も

の
に
挑
戦
し
て
い
く
姿
勢
で

す
。
関
西
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ

ョ
ン
・
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
で

は
、
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
の
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
支
援
す
る
た

め
に
、
一
般
社
会
人
よ
り
も
廉

価
な
卒
業
生
料
金
を
設
定
し
た

各
種
資
格
講
座
や
一
般
勤
労
者

を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

を
開
講
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
高
い
レ
ベ
ル
を
め
ざ

し
、
個
性
を
磨
き
た
い
と
思
っ

た
と
き
に
は
、
ぜ
ひ
、「
エ
ク
ス

テ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ー
ド
セ
ン
タ

ー
」
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

（
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３
６
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２

１
）

卒
業
さ
れ
る
み
な
さ
ん
の
な

か
に
は
、
日
本
学
生
支
援
機
構

（
旧
日
本
育
英
会
）、関
西
大
学
、

地
方
自
治
体
等
の
奨
学
生
と
し

て
、
正
課
や
課
外
活
動
に
励
ん

で
き
た
人
も
多
い
こ
と
で
し
ょ

う
。
在
学
中
に
貸
与
を
受
け
た

奨
学
金
が
先
輩
の
み
な
さ
ん
の

返
還
金
に
よ
り
運
用
さ
れ
て
い

た
の
と
同
様
、
今
後
は
み
な
さ

ん
の
返
還
金
に
よ
り
後
輩
諸
君

へ
奨
学
金
が
貸
与
さ
れ
て
い
く

こ
と
を
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。

返
還
方
法
等
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
奨
学
金
ご
と
に
す

で
に
説
明
会
が
実
施
さ
れ
て
お

り
、
「
返
還
誓
約
書
」
の
提

出
、
お
よ
び
「
返
還
の
し
お

り
」
等
の
配
布
も
終
了
し
、
十

分
に
理
解
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

返
還
の
期
日
が
近
づ
く
と
、

奨
学
生
に
は
「
振
替
案
内
」
等

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
返
還
関
係

書
類
が
手
元
に
届
か
ず
、
連
帯

保
証
人
に
迷
惑
を
か
け
た
り
、

延
滞
利
息
を
加
算
さ
れ
た
り
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
卒
業
後

に
異
動
（
住
所
変
更
・
改
氏
名

・
連
帯
保
証
人
の
変
更
等
）
が

あ
れ
ば
、
す
み
や
か
に
変
更
届

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
な
理
由
が
な
く
、
長
期

に
わ
た
り
著
し
く
返
還
を
怠
っ

て
い
る
場
合
は
、
法
的
手
段
に

訴
え
る
こ
と
も
含
め
、
厳
し
い

処
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

卒
業
後
の
返
還
計
画
を
し
っ

か
り
立
て
、
延
滞
し
な
い
よ
う

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

悩
み
ご
と
は

気
軽
に
相
談

心
理
相
談
室
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
心
の
悩
み
を
持
っ
た
人
た

ち
を
対
象
に
、
臨
床
心
理
士
な

ど
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
心

理
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
相
談
室
は
卒
業
生
も
対
象

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
卒
業

後
、
ス
ト
レ
ス
・
対
人
関
係
・

不
安
・
緊
張
等
で
悩
ん
だ
時

は
、
心
理
相
談
室
を
訪
ね
て
く

だ
さ
い
。
面
接
は
予
約
制
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
電
話
に
て

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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―

６
３
６
８
―

０
２
７

８
）

受
付
時
間

月
〜
土
曜
日

九

時
〜
十
六
時

卒
業
生
の
み
な
さ
ん
、
卒
業

後
は
、
自
ら
決
め
た
目
標
に
向

か
っ
て
一
歩
ず
つ
着
実
に
前
進

し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

卒
業
後
の
進
路
（
就
職
先

等
）
を
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

報
告
し
て
い
な
い
人
は
、
至
急

届
け
出
て
く
だ
さ
い
（
Ｋ
Ｉ
Ｐ

Ｓ
か
ら
入
力
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
）。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
、
今
後
、
卒
業
生
が
働
い
て

い
る
職
場
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。
後
輩
の
就
職
活
動
の
際
の

貴
重
な
情
報
と
な
り
ま
す
の

で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
現
在
就
職
活
動
を
続

け
て
い
る
人
に
対
し
て
、
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
卒
業
生
就
業

支
援
室
を
設
置
し
て
、
卒
業
後

も
支
援
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

気
軽
に
相
談
に
来
て
く
だ
さ

い
。キ

ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

学
生
の
就
職
活
動
時
に
企
業
研

究
の
一
環
と
し
て
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
を
訪
問
す
る
こ
と
を
勧
め
て

い
ま
す
。
今
後
み
な
さ
ん
は
、

後
輩
の
就
職
活
動
に
つ
い
て
相

談
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
自
分
自
身
の
経
験

を
活
か
し
た
助
言
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
学
生
が
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

の
連
絡
先
を
知
る
手
段
と
し

て
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
、
校
友
会
が
発
行
す
る
、
み

な
さ
ん
の
連
絡
先
等
が
記
載
さ

れ
た
『
校
友
名
簿
』
の
閲
覧
を

所
定
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
に

よ
り
許
可
し
て
い
ま
す
。
こ
の

閲
覧
許
可
の
取
り
扱
い
に
賛
同

し
な
い
人
は
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

（
�
０６
―

６
３
６
８
―

１
１
５

６
）

み
な
さ
ん
も
今
日
か
ら
校
友

本
学
の
校
友
は
現
在
三
十
万

余
人
で
、
会
員
の
親
睦
と
母
校

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
大
学
の
外
郭
団
体
と
し

て
関
西
大
学
校
友
会
を
組
織
し

て
い
ま
す
。
特
に
卒
業
生
（
校

友
）
の
住
所
管
理
は
大
学
か
ら

業
務
委
託
を
受
け
て
お
り
、
大

学
と
共
同
利
用
し
て
い
ま
す
。

活
動
と
し
て
、
機
関
誌
『
関

大
』、『
校
友
名
簿
』
の
発
行
、

校
友
総
会
、
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
ほ
か
、
校
友
の

親
睦
・
研
修
を
は
か
る
各
種
事

業
と
、
学
生
の
学
術
・
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
振
興
の
た
め
積
極
的

な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
・
職
場
に
も
同
窓
組
織

ま
た
、
全
国
各
地
の
地
域
支

部
を
は
じ
め
、
職
域
会
・
ゼ
ミ

Ｏ
Ｂ
会
・
関
係
校
友
会
・
各
種

団
体
な
ど
二
百
六
十
余
の
登
録

組
織
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
総
会

や
懇
親
会
、
親
睦
事
業
を
活
発

に
展
開
し
て
お
り
、
新
校
友
の

み
な
さ
ん
の
参
加
を
待
っ
て
い

ま
す
。
実
社
会
に
飛
び
込
ま
れ

た
ば
か
り
の
み
な
さ
ん
に
と
っ

て
、
各
界
で
活
躍
す
る
先
輩

は
、
必
ず
や
頼
も
し
い
存
在
に

な
っ
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま

す
。
積
極
的
な
参
加
を
待
っ
て

い
ま
す
。

校
友
基
本
カ
ー
ド
の
提
出
を

み
な
さ
ん
に
お
送
り
し
て
い

る
「
校
友
会
案
内
」
に
同
封
の

「
校
友
基
本
カ
ー
ド
」
は
、
み

な
さ
ん
と
母
校
・
校
友
会
を
結

ぶ
基
礎
デ
ー
タ
と
な
る
重
要
な

も
の
で
す
。四
月
十
日（
火
）ま
で

に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

新
卒
業
生
の
名
簿
を
発
行

こ
の
カ
ー
ド
を
基
に
七
月
初

旬
に
新
卒
業
生
を
掲
載
し
た『
校

友
名
簿
』
を
発
行
し
ま
す
。
こ

の
名
簿
は
、
校
友
相
互
の
親
睦

の
た
め
だ
け
に
利
用
し
、
第
三

者
に
提
供
し
な
い
こ
と
を
誓
約

し
た
場
合
の
み
予
約
で
き
ま

す
。
学
部
・
学
科
別
に
氏
名
、

勤
務
先
名
、
現
住
所
・
電
話
番

号
を
掲
載
し
た
も
の
で
、
予
約

定
価
二
千
円（
送
料
込
）で
す
。

ま
た
、
こ
の
名
簿
に
住
所
や

勤
務
先
の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な

い
人
は
、
カ
ー
ド
の
該
当
欄
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
場
合
は
「
公
開
不
可
」
扱
い

と
し
、
名
簿
へ
は
掲
載
し
ま
せ

ん
。
な
お
、
カ
ー
ド
の
返
信
が

な
い
場
合
は
、
名
簿
へ
の
住
所

等
の
掲
載
を
了
承
さ
れ
た
も
の

と
し
て
扱
い
ま
す
。

校
友
の
絆
を
深
め
る
「
関
西
大

学
校
友
カ
ー
ド
」

関
西
大
学
の
卒
業
生
だ
け
が

持
て
る
「
関
西
大
学
校
友
カ
ー

ド
」
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｂ
・
Ｕ
Ｃ
ビ
ザ

・
Ｕ
Ｃ
マ
ス
タ
ー
・
三
井
住
友

ビ
ザ
の
四
ブ
ラ
ン
ド
が
あ
り
、

カ
ー
ド
会
社
の
各
種
機
能
の
ほ

か
、
校
友
カ
ー
ド
提
携
優
待
店

な
ど
独
自
の
特
典
も
あ
り
ま

す
。
卒
業
の
機
会
に
ぜ
ひ
入
会

し
て
く
だ
さ
い
。

卒
業
し
て
社
会
人
に
な
る

と
、
情
報
化
・
国
際
化
の
波
の

も
と
で
多
様
化
し
て
い
く
現
代

社
会
の
中
で
、
上
手
に
情
報
を

使
い
こ
な
す
こ
と
が
要
求
さ
れ

る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、「
生
涯
学

習
」
に
よ
り
、
自
己
の
人
格
を

よ
り
豊
か
に
形
成
し
て
い
く
努

力
も
不
可
欠
で
し
ょ
う
。

図
書
館
で
は
多
様
な
情
報

や
、
情
報
を
探
す
た
め
の
ツ
ー

ル
を
提
供
し
、
こ
れ
か
ら
の
生

涯
学
習
を
側
面
か
ら
支
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
学
の
教
育
研
究
に
支
障
を
き

た
さ
な
い
範
囲
と
な
り
ま
す

が
、
在
学
中
と
同
様
、
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。
利
用
手
続
、
サ

ー
ビ
ス
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。

１
「
校
友
利
用
券
」
の
発
行

�
申
込
場
所

総
合
図
書
館

メ
イ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
（
一
階
）

ま
た
は
高
槻
図
書
室

�
申
込
方
法

申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
現
住
所
を

確
認
で
き
る
書
類
（
運
転
免
許

証
・
健
康
保
険
証
等
）
を
添
え

て
申
し
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
校
友
利
用
券
を
即
時
発
行

し
ま
す
。

※
本
年
度
の
卒
業
生
は
、
四
月

一
日
（
日
）
以
降
に
申
し
込
み

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
有
効
期
限

当
該
年
度
。

更
新
の
手
続
き
を
す
る
と
、
次

年
度
以
降
も
継
続
し
て
利
用
で

き
ま
す
。

２
利
用
サ
ー
ビ
ス

�
館
外
貸
出

五
冊
以
内
、

二
週
間
以
内
（
試
験
期
は
制
限

が
あ
る
）

�
複
写
サ
ー
ビ
ス
（
図
書
館

資
料
に
限
定
）

３
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp���w

w
w
.k
an
sai

―

u
.ac.jp�L

ib
rary�h

o
m
e.h
tm

蔵
書
検
索
や
図
書
館
か
ら
の

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。�

図
書
館
の
開
館
日
・
利
用

案
内
・
図
書
館
ニ
ュ
ー
ス
等

�
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
（
Ｋ

Ｏ
Ａ
Ｌ
Ａ
）

�
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
源

有
用
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
紹

介
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る

ニ
ュ
ー
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
。詳

細
は
総
合
図
書
館
メ
イ
ン

カ
ウ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

本
学
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

で
、白
馬
栂
池
高
原
ロ
ッ
ジ
（
長

野
県
北
安
曇
郡
）、
六
甲
山
荘

（
神
戸
市
）、
彦
根
荘
（
彦
根

市
）
は
、
卒
業
後
も
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
家
族
と
の

旅
行
や
校
友
同
士
の
集
い
に
ぜ

ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
利
用

を
希
望
す
る
人
は
、
電
話
ま
た

は
教
育
後
援
会
（
教
育
会
館
一

階
）
ま
で
来
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
・

ウ
ェ
ブ
サ
イ
トh

ttp���w
w
w
.k
an
sai

―u
.ac.jp�

J
igyo�sem

in
ar�in
de

x.htm
l

も
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。

【
申
込
場
所
・
時
間
】

教
育
後
援
会
（
教
育
会
館
一

階
）

（
�
０６
―

６
３
６
８
―

０
０
５

５
）

月
〜
金
曜
日

九
時
〜
十
七
時

商
学
部
で
は
、
公
認
会
計
士

試
験
受
験
希
望
者
に
対
す
る
支

援
と
し
て
学
部
主
催
で
公
認
会

計
士
に
関
す
る
講
演
会
、
簿
記

コ
ン
テ
ス
ト
お
よ
び
答
案
練
習

会
を
適
宜
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
四
月
上
旬
お
よ
び
九

月
下
旬
に
教
務
セ
ン
タ
ー
第
二

学
舎
オ
フ
ィ
ス
で
所
定
の
手
続

き
を
と
れ
ば
、
千
里
山
キ
ャ
ン

パ
ス
の
学
習
室
に
備
え
付
け
ら

れ
た
公
認
会
計
士
受
験
に
関
わ

る
参
考
書
や
受
験
雑
誌
、
自
習

用
の
机
な
ど
を
利
用
で
き
ま

す
。
詳
細
は
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
参
照
の
こ

と
。

本
学
に
お
け
る
研
究
活
動
を

広
く
産
業
界
に
紹
介
し
、
新
産

業
創
出
等
科
学
技
術
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
、
並
び
に
関
西

大
学
先
端
科
学
技
術
推
進
機
構

（
機
構
）
の
研
究
員
（
関
西
大

学
教
員
）
と
会
員
（
企
業
、
個

人
）
お
よ
び
会
員
相
互
間
の
連

携
に
よ
り
、
機
構
お
よ
び
会
員

の
発
展
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
企
業
お
よ
び
個
人
に

よ
る
会
員
制
度
の
賛
助
組
織
と

し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

�

振
興
会
会
員
へ
の
基
本
的

な
サ
ー
ビ
ス

定
例
の
研
究
会
な
ど
を
通
じ

て
、
機
構
の
研
究
員
と
の
交
流

を
図
る
こ
と
が
で
き
、
委
託
研

究
、
試
験
分
析
、
技
術
相
談
な

ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
機
構
発
行
の
機
関
誌

の
無
料
配
付
や
試
験
・
分
析
の

優
遇
措
置
、
講
演
会
な
ど
の
案

内
・
招
待
が
あ
り
ま
す
。

�

年
会
費

法
人
会
員
・
個
人
会
員
と
も

一
口
二
万
円
、
入
会
金
は
不
要

で
す
。

�

振
興
会
の
事
業
活
動

年
八
回
に
わ
た
り
、
毎
年
テ

ー
マ
を
設
定
し
て
大
学
で
開
催

す
る
研
究
会
、
会
社
見
学
会
お

よ
び
外
部
と
の
交
流
を
図
る
合

宿
研
究
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。ま

た
、表
彰
事
業
と
し
て
「
学

の
実
化
賞
」
、
「
産
学
連
携

賞
」、「
技
術
開
発
賞
」
お
よ
び

「
研
究
奨
励
賞
」
な
ど
の
表
彰

制
度
を
設
け
、
研
究
活
動
、
産

学
連
携
活
動
お
よ
び
知
的
財
産

の
創
造
・
活
用
に
対
し
て
、
顕

著
な
功
績
が
認
め
ら
れ
る
機
構

研
究
員
、
優
れ
た
技
術
開
発
を

行
っ
た
会
員
や
学
生
を
対
象
と

し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

■関西大学奨学金（在学中の貸与額によって異なる）
返還年賦額

１００，０００円

１２０，０００円

１５０，０００円

貸与総額の２０分の１

貸与総額
９００，１００
～１，２００，０００円
１，２００，１００
～１，６００，０００円
１，６００，１００
～３，０００，０００円

３，０００，１００円以上

返還年賦額

５０，０００円

６０，０００円

７０，０００円

９０，０００円

貸与総額

２００，０００円以下

２００，１００
～３００，０００円

３００，１００
～６００，０００円

６００，１００
～９００，０００円

返還額と返還期間の概要 ～平成１５年度入学生の場合～
■日本学生支援機構奨学金（旧日本育英会）
１年次から４年次まで奨学生であった場合の例�４５カ月分�

返還年数
１４年
１６年

１年次から４年次まで奨学生であった場合の例�４８カ月分�
返還年数
１３年
１５年
２０年
２０年

（注１）年利率２．０％で貸与されたものとして計算しています。

返還月額
約１４，１９６円
約１４，７６５円

返還月額
約１０，５８０円
約１５，５７４円
約１９，５８２円
約２４，４７８円

返還総額
２，３８５，０００円
２，８３５，０００円

返還総額
１，６５０，５４５円
２，８０３，４０４円
４，６９９，８１７円
５，８７４，７５４円

貸与総額
２，３８５，０００円
２，８３５，０００円

貸与総額
１，４４０，０００円
２，４００，０００円
３，８４０，０００円
４，８００，０００円

貸与月額
５３，０００円
６３，０００円

貸与月額
３０，０００円
５０，０００円
８０，０００円
１００，０００円

種別
第一種
（無利子）

種別

第二種
（有利子）

キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー

セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス

よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で
自
分
を
磨
く

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・

リ
ー
ドセン

タ
ー

卒
業
後
も

利
用
で
き
ま
す

就
職
情
報
の
収
集
に
協
力
を

図
書
館

心
理

相
談
室

情
報
を
提
供
生
涯
学
習
を
支
援

君
の
責
任

あ
な
た
の
義
務

奨学金
の返還

校
友
会

科
学
技
術
の
発
展
・

向
上
に
寄
与
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願
宗
寺

本学法学部は、昨秋、創立１２０周年を迎えた。法学部では、こ
れを記念してシンポジウムおよびコロキアムを開催し、近々『関
西大学法学論集』記念号も上梓される。１２０年の歴史と伝統を有
する法学部はいま、創立の精神を現代社会のなかで実践すべ
く、教育・研究の更なる充実に取り組んでいる。

関関西西法法律律学学校校のの創創立立ととそそのの精精神神

■関西法律学校
関西大学法学部の起源

は、１８８６（明治１９）年１１
月４日に大阪西区京町堀
に開校した「関西法律学
校」という夜学校にあ
る。この学校こそが関西
大学の前身であるから、
法学部は、昨年の秋、大
学とともに、創立１２０周年

を迎えたことになる。
願宗寺という寺院を借りて開校した関西法律学校では、かつて司法省法学

校でボアソナードの薫陶を受けた井上操や小倉久など、当時在阪の現職判検
事たちが、仕事を終えてから学生たちに法律を教えた。ボアソナードは、当
時の日本にあっては何よりも法学の普及、権利観念の鼓吹が急務であると考
えていたが、門下の彼らもまた、近代国家を支える新しい市民が育っていく
ためには法律に関する知識の普及が不可欠であると考え、夜間の教壇に立っ
た。１８８０年代前半、東京では、東京法学社（後の法政大学）などの「五大法
律学校」が次々に開校していたが、関西には本格的な法律学校がまだ存在し
ていなかったのである。

■関西法律学校と児島惟謙
関西法律学校の創立が部下の司法官たち

によって企てられたとき、彼らの上司であ
った大阪控訴院長・児島惟謙は、自らもこの学校の「名誉校員」となり、開
校の実現に尽力した。児島は、深い関心と愛情を
もってこの学校の揺籃期を見守った。
その児島が大阪控訴院長から大審院長に転任し

た直後に突発した事件が、日本近代史上に著名な
「大津事件」である。
明治憲法の制定からわずか２年後の１８９１（明治

２４）年、来日中のロシア皇太子が、滋賀県大津
で、護衛にあたっていた日本人巡査によって斬り
つけられたこの事件について、政府は、当時の刑
法が規定する日本の皇室に対する罪（大逆罪）を
類推適用して、犯人を死刑に処すという方針をと
ったが、裁判を行った大審院は、大逆罪ではなく
謀殺未遂罪を適用し、犯人に無期徒刑の判決を言
い渡した。
この事件で、大審院（司法）が、政府（行政）の圧迫に抗して、刑法の類

推適用を排することができたのは、大審院長であった児島惟謙が政府の干渉
にねばり強く抵抗したからであるといわれ、児島は「司法権の独立」を擁護
した立役者、「護法の神」と評価されてきた。
ただ、児島は、大審院の担当裁判官らに対して、政府の圧力に屈すること

のないよう強い説得を行ってもいるので、司法権の独立が「裁判官の独立」
を当然に含むとするなら、児島の説得行為は、司法部内においては行き過ぎ
た干渉であったかもしれない。また、児島にあっては立憲君主国たる日本の
威信を維持することのみが関心事であり、国家権力との関係において加害者
の人権をどのように保障するかという発想が欠落していたともいえるであろ
う。しかし、児島の思想と行動を通して、生まれたばかりの明治の立憲主
義、罪刑法定主義は、ともかくも最初の試練を乗り越えることができたので
ある。

■正義を権力より護れ
関西法律学校の創立に「名誉校員」として関与

した児島惟謙が大津事件に際して示した思想と行
動は、当然ながら、この学校の後身である関西大学に大きな感化を与えた。
１９４７年（昭和２２年）１２月、翌年度からの新制大学への転換準備が進められ
るなか、当時の学長・岩崎卯一（法学部教授）は、「関大の始祖」児島惟謙の
大津事件における行動から学ぶべきは何かということを「正義を權力より衞
れ」という標語で端的に表現した。この標語は今日では「正義を権力より護
れ」と表記されて、関西大学建学の精神を示すことばといわれている。

創立１２０周年記念事業

創立１２０周年を迎えるにあたり、関西大学法学部は、市民のための
法学の普及という関西法律学校創立の精神を弛まず継承しつつ、現
代社会における喫緊の課題にも精力的に取り組んでいることを学内
外に示す記念事業を企画、実施した。

■記念シンポジウム
法学部創立１２０周年記念シンポジウム「司法制度
改革と法曹の新たな役割像」は、法科大学院との共

催で、昨年１１月１８日に、第２学舎４号館BIGホール１００を会場に開催された。
まず、滝井繁男氏（元最高裁判所判事）による基調講演「裁判所から見た

司法制度改革」が行われ、今回の司法制度改革の特徴が、裁判所とのかかわ
りを中心に論じられた。続いて、「動き出した�法テラス�―その課題を探る
―」をテーマに、大塲亮太郎氏（日本司法支援センター事務局次長）、佐伯照
道氏（弁護士、日本司法支援センター大阪事務所長）、小寺一矢氏（弁護
士、大阪弁護士会会長）、佐柄木俊郎氏（国際基督教大学客員教授、元朝日新

聞論説主幹）、久保井一匡
氏（弁護士、元日弁連会
長）によるパネルディス
カッションが行われ、１０
月２日の業務開始から約
１か月が経過した「日本
司法支援センター」（�法
テラス�はその愛称）に
ついて、その設立の経緯
や業務の内容、スタッフ
弁護士の役割、さらには
当面する課題などが詳し
く議論された。
今般の司法制度改革

は、法的な紛争解決を基
本とする�法化社会�の実現、いわば「第二の近代化」を見据えて行われた
ものであり、その背景には、関西法律学校が創立された近代国家形成期と
の、一定の共通性が見いだせる。とりわけ、一連の司法制度改革の総仕上げ
ともいうべき�法テラス�は、すべての国民が法的な紛争解決の制度や手続
きを容易に利用できるよう、必要な情報やサーヴィスを提供する機関であ
り、関西法律学校の創立の精神に重なる意義をそこに認めることができる。

■記念コロキアム
法学部創立１２０周年記念コロキアム「２１世紀の東ア
ジアと日本」は、法学研究所との共催で、昨年１２月

２日に、尚文館マルチメディアＡＶ大教室を会場に開催された。
文正仁氏（延世大学教授）による「移行期の東北アジアー新旧の緊張と将

来の地域秩序―」、歩平氏（中国社会科学院近代歴史研究所長）による「東ア
ジアにおける共同の歴史像の創造」、我部政明氏（琉球大学教授）による「沖
縄からみた東アジア」に関する報告が行われたのち、豊下楢彦氏（関西学院
大学教授）と孝忠延夫（法学部教授、法学研究所長）が討論者となり、東ア
ジアと日本という枠組みのなかで信頼醸成はいかにして可能かという問題に
ついて、活発な討論が行われた。
緊張を増しつつある現下の東アジア情勢のなかで、歴史を記憶に刻みつ

つ、相互の信頼関係を創出していくことはどのように可能となるか。記念コ
ロキアムの開催を通じて、法学部は、東アジアの政治的安定という焦眉の問
題にも真摯な眼差しを向けた。

■『関西大学法学論集』記念号
『関西大学法学論集』は、１９５１（昭

和２６）年の創刊以来、法学部教員によ
って執筆された学術論文を中心に、法学・政治学に関する研究成果を世に問
う論文集として、広く江湖に受け入れられてきた。創刊より半世紀を越える
その歩みは、戦後の新制関西大学法学部の歴史と軌を一にしている。
本年３月に刊行が予定されている『関西大学法学論集』法学部創立１２０周年

記念号には１２編の学術論文が掲載されるが、そこでは、執筆者たる個々の教
員が、各々の専門領域における重要課題にどのように取り組んでいるかを具
体的に明らかにすることを通じて、それぞれが直接に関西大学法学部１２０年の
学問的伝統に連なっていることを示しているといえよう。

司法制度改革の一環として、法科大学院という法曹養成に特化した専門職
大学院が２００４年度から設置されることになり、本学でも法科大学院が開校し
た。法科大学院の設置に連動して、司法試験制度も、２００６年度から５年間の
経過措置を経て、法科大学院課程の修了者または司法試験予備試験の合格者
のみが受験資格をもつ新司法試験に完全移行する。
このような法曹養成システムの大幅な変革をも見越して、法学部では、す

でに２００２年度から、改革されたカリキュラムを実施している。この現行カリ
キュラムでは、法律学科に「公務」、「ビジネス」、「法曹」、「国際」の４コース
を、政治学科に「総合」、「公共政策」の２コースを設置し、学生の多様な関心に
対応するとともに、将来の進路にも連なるように課程設計がなされている。
現行カリキュラムは、２００６年３月に、この課程を修了した最初の卒業生を

社会に送り出したが、法学部では、現行カリキュラムの効果について検証す
るとともに、目下、新たな課程編成を進めつつある。
新カリキュラムでは、現代の法化社会を生きる専門的力量をしっかりと身

につけて自己実現していける学生を育てることを主眼に、より効果的な専門
導入教育の実施、法学部専門教育の核としての基幹科目の再構成、各種ゼミ
ナールの充実、多様化する学生の学問的関心や進路志向に柔軟に対応しうる
履修システムの構築、以上との関連における開講科目の整理・再編、などが
鋭意検討されている。
また、本年４月、総合情報学部以来の新しい学部である政策創造学部が本

学に誕生するが、政策系学部の開設にともなって、法学部における政治学系カ
リキュラムの再編についても検討が進められている。法学部における政治学
教育については、創立の精神の実践に不可欠なその重要性を十分に認識した
うえで、学科構成をも含めた新たな課程設計が必要とされているといえよう。
法学部は、創立１２０年の歴史と伝統を踏まえて、現代社会のなかで創立の精
神を実践すべく、志も新たに更なる歩みを進めようとしている。

（法学部長 市原 靖久）
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法学部創立１２０周年
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�
�
4月�
昼夜開講制を導入�
6月�
剣道部西村健さんが全日本学生剣道選手権
大会で優勝�
7月�
関西大学東京セン
ターがオープン�
10月�
第38代学長に河
田悌一文学部教
授が就任�
法科大学院棟「以
文館」が竣工�
11月�
法科大学院の設置が�
認可�
1月�
水上競技部山田沙知子さんが競泳女子自由
形800メートルで短水路世界新（当時）�
�
�
�
4月�
法科大学院を開設�
関西大学中之島センターがオープン�
8月�
水上競技部山田沙知子さん、女子サッカー
下小鶴綾さんがアテネオリンピック出場�
9月�
第2学舎4号館が竣工�
10月�
理事長に森本靖一郎氏が就任�
スーパーSINETの運用が開始�
経済学部創設100周年記念国際シンポジウム・
記念式典・講演会を開催�
11月�
高槻キャンパスに馬術部の馬場・厩舎が完
成�
1月�
アイススケート部　橋大輔さんがユニバー
シアード冬季大会フィギュア
スケートで優勝�

�
�
4月�
社会連携推進本部を設置�
ボランティアセンターがオープン�
7月�
サッカー部が総理大臣杯全日本大学サッカー
トーナメントで優勝�
9月�
工学部第6実験棟が竣工�
10月�
陸上競技部平野司さんが
日本トライアスロン選手
権で優勝�
11月�
キャリアセンターに卒業
生就業支援室を設置�
射撃部松村久基さんが世
界学生選手権で優勝�
12月�
野球部岩田稔さんが阪神タイガースに入団決
定�
会計専門職大学院の設置が認可�
1月�
女子寮「関西大学ドミトリー月が丘」が竣工�
アイススケート部織田信成さんが四大陸選手
権で優勝�
2月�
総合学生会館 メディアパーク 　風館が竣工�
アイススケート部  橋大輔さんがトリノオリ
ンピックフィギュアスケート男子で8位入賞�
�
�
�
4月�
会計専門職大学院を開設�
5月�
商学部創設100周年記念式典を挙行�
6月 �
関関戦で総合優勝�
サッカー部が関西選手権で優勝�
7月 �
関西大学アイスアリーナが竣工�
9月�
カレッジリンク型シニア住宅創設記念シンポ
ジウムを開催�
教務センターが開設�
水上競技部浦部紀衣さんが日本学生選
手権水泳競技大会で優勝�
10月�
簡文館に年史資料展示室が完成�
第39代学長に河田悌一文学部教
授が再任�
11月�
悠久の庭が完成�
創立120周年記念式典を挙行�
12月�
アイススケート部、 橋大輔さん・織田信成
さんがＮＨＫ杯、ＧＰファイナル、ユニバー
シアード冬季競技大会で表彰台独占�

2003～2006

つづつづ�つづ�

写真で綴る4年間�写真で綴る4年間�写真で綴る4年間�

�2005（平成17年度）�

2003（平成15年度）�

2006（平成18年度）�

2004（平成16年度）�

2003～2006
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